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庁議の概要 

開催日 平成２８年２月８日（月） 

 

◎項 目 

１ 各部局等の今週の動きについて【各部局等】 

 

◎内 容 

１ 各部局等の今週の動きについて【各部局等】 

  総務部が取りまとめた各部局等の今週の動きに関する資料を配付の上、各部局に

よる概要説明及び協議が行われた。 

 

＜主な協議の概要＞ 

○ 高知県少子化対策推進県民会議について 

（地域福祉部） 

 高知県少子化対策推進県民会議について、本日 14 時から第 1 回の結婚支援部会、12

日にはワークライフバランス推進部会を予定している。本会議の開催に向けて、順次、

部会の会議を進めていきたい。 

（知事） 

 産業振興計画の場合は、年に 3 回の会議を通してご意見を聞き、それを踏まえて 1 月

の会議に提出、ご理解を得ながら案の編成に向かう形になっているが、健康長寿県構想

については、私たちで一旦議論してはいるものの、この会議では今回が初めてお示しす

ることになるため、いろいろな新しいご意見が出ると思う。対応できるものは柔軟に対

応し、今年度当初では対応できないものは補正も視野に入れて対応する形で、長寿県構

想の改定の中にはご意見を盛り込めるようにしてほしい。 

 ワークライフバランス推進部会は、ファミリーサポートセンターの話にも入っていく

のか。 

（地域福祉部） 

 開催案内時には詳細が見えておらず、議題として盛り込む予定にしていなかったが、

12 日には、今の県の方向性を踏まえて盛り込むようにしたい。 

（知事） 

 ワークライフバランスについて、県の政策の説明の中に加えるように。文化生活部と

の連携が大事なので、よろしくお願いしたい。 

 

○ ＭＩＣＥについて 

（観光振興部） 

ＭＩＣＥ（※）、コンベンション等の誘致に関して、県内の旅館・ホテルにそれぞれの

エージェントさんとの協定ホテルの連盟があるが、JTB、日本旅行、近畿日本ツーリス

トの 3 つと協定を結んでいる旅館・ホテル連盟が、合同で高知の特色を活かしたＭＩＣ

Ｅ用のプログラムを作成していこうと、合同の会議ができた。県とともに他県に打ち勝
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てるような高知ならではの体験のプログラム作りに取り組み、10 日に第 1 回の会議を開

催することになった。関係事業者もこういった取り組みを進めていただいているので、

一緒になって誘致に力を入れていきたい。 

※MICE とは、企業等の会議（Meeting）、企業等の行う報奨・研修旅行（インセンティブ旅行）

（Incentive Travel）、国際機関・団体、学会等が行う国際会議（Convention）、展示会・見本市、

イベント（Exhibition/Event）の頭文字のことであり、多くの集客交流が見込まれるビジネスイ

ベントなどの総称。 

 

○ 高知フェアへの対応について 

（水産振興部） 

香港の板長グループのシンガポールとインドネシアの 9 店舗が、春に高知フェアを開

催することから、地産地消・外商課、シンガポール事務所と一緒に取り組みを進めてい

る。その前段で、同グループの「岩」という焼鳥屋さんが、早ければ 2 月下旬ぐらいか

らプレイベントを開催するということで、最終的な商材、食材の調達決定をしていると

ころであるが、対応できる商材がまだまだ少ない。実際やってみて課題が出てくると思

うが、こちらの事業者とも話をしながら、必要な対応や支援について整理して対応をし

ていきたい。 

（知事） 

 どういうところが対応できないのか。 

（水産振興部） 

 量的に対応できるものが少ない。シンガポール、インドネシアぐらいなら大丈夫だが、

板長グループは香港に 52 店舗あるので、そこまでは対応が難しい。実際やりながら課

題を整理して対応していきたい。 

 


